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1．開会の辞：（青木当番幹事）

2．会長挨拶：（金子日本生理学会会長）

3．平成16年度第1回常任幹事会報告（青木当番幹

事）：平成16年6月1日（大会前日）に第1回常任幹

事会が開かれ，各地区の評議員の互選による常任幹

事の半数改選の結果，15名の新任幹事（4年任期）が

選出されたことが報告された．

4．庶務報告（金子会長）：平成16年5月末現在で，

一般会員3171名，特別会員27名，名誉会員10名，

その他準会員，賛助会員等総数は3395名であること

が報告された．新常任幹事が加わった第1回常任幹事

会で，役員改選が行われ，その結果，新会長には金子

章道会長が再選（任期2年）され，新財務幹事には

本間生夫幹事，編集・広報幹事には引き続き岡田泰伸

幹事，さらに会計監事には栗原　敏幹事，明間立雄

幹事がそれぞれ選出され承認された．その他各種委

員会委員長名が報告された．

5．特別会員の推薦（金子会長）：日本生理学会の

特別会員に島津　浩先生と星　猛先生が推薦され，

高橋國太郎および河原克雄評議員により推薦理由が

述べられ，二人とも満場一致で承認された．

6．平成15年度会計報告および平成16年度予算案

（宮崎財務幹事）：平成15年度会計報告が付表1のよ

うになされ，栗原会計監事により，予算が適正に執

行されたことを確認したことが報告され，決算は承

認された．ひきつづき平成16年度予算案が付表2の

ように提案され，満場一致で承認された．

7．編集・広報委員会（岡田編集・広報幹事）：日

生誌の編集については来年3月号までの編集が終った

こと，表紙をリニューアルし，会員の研究成果の写

真，図から選ぶことになった．学会webのリニュー

アル，管理状況および編集広報委員会の体制を委員

会員で役割分担することになった事等が報告された．

8．JJP編集委員会（野間委員長）：JJP投稿から

受理までの日数の短縮（62日），却下率の上昇（50―

53％）等が報告された．またJJPを，一層よいジャ

ーナルにするために体裁および雑誌名の再考につい

て提案された．入澤記念JJP優秀論文が選定されたこ

とが報告された．

9．評議員の選考について（青木当番幹事（貴邑委

員長欠席））：25名の新評議員候補者（別表）が紹介

され，満場一致で承認された．

10．選挙管理委員会（青木当番幹事（小西委員長

欠席））：科研費審査委員会候補者名が報告され，承

認された．また，生理学会常任幹事の半数改選に基

づく開票結果（5月7日）が報告され，承認された．

11．教育委員会（河南委員長）：札幌大会におけ

る教育委員会シンポジウムの報告と，新委員長が松

尾常任幹事に代わったことが報告された．また，教

育委員会の役割として，学部学生の生理学教育に重

点を置きたいことが報告された．

12．学術・研究委員会（大森委員長）：以下の3

点の要望が提案された．

（1）生理学会大会における英語スケジュールに沿っ

て札幌大会が運営されているが，今後とも，英語化

を一層押し進めてほしいこと．

（2）非会員で，シンポジウムの招待講演者は，札幌

大会では，参加費が免除されたが，この方針を今後

とも継続してほしいこと．なお，過去に生理学会会

員者が非会員である場合は，退会の意志を確認の上，

退会届けを提出すること．

（3）当番幹事の名称を，次回から，大会長と改める

●日本生理学会平成16年度評議員会・総会議事録

日　時：平成16年6月3日（木曜日）15時00分～16時25分

会　場：札幌コンベンションセンター特別会議場

議　長：青木　藩（第81回日本生理学会大会当番幹事代表）

出席者数：98名

配付資料：日本生理学会平成16年度評議員会・総会次第



日本生理学会常任幹事

任期 H14―18 H16―20

北海道地区 青木　　藩 赤池　　忠

東北地区 泉井　　亮 香山　雪彦

関東地区 城所　良明 明間　立雄

板東　武彦 今泉　和彦

渋木　克栄

東京地区 岡野　栄之 川上　順子

佐久間康夫 篠田　義一

本間　生夫 持田　澄子

宮下　保司

中部地区 久場　健司 伊佐　　正

西野　仁雄 福田　敦夫

水村　和枝

近畿地区 大森　治紀 松尾　　理

津本　忠治 丸中　良典

中国四国地区 前田　信治 辻岡　克彦

徳田　雅明

九州地区 今永　一成 小杉　忠誠

吉村　　恵

＜特別枠＞ 久保　義弘

能勢　　博

小泉　　周

IUPS大会組織委員会

主要メンバー 金子　章道 栗原　　敏

（2009年まで） 岡田　泰伸 倉智　嘉久
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平成 16 年度日本生理学会評議員候補者一覧

勤　務　先　名氏　　名　　

東京医科歯科大学医歯学総合研究科伊澤　佳子

京都大学医学研究科石井　孝広

京都大学医学部越久　仁敬

日本大学生物資源科学部金山　喜一

岩手医科大学医学部 川崎　　敏

国立循環器病センター研究所 川田　　徹

岩手医科大学医学部 木村　眞吾

東京慈恵会医科大学草刈洋一郎

京都大学医学研究科 久場　博司

札幌医科大学 小林　　卓

自治医科大学医学部首藤　文洋

東京医科歯科大学医歯学総合研究科杉内友理子

北海道教育大学冬期スポーツ教育

研究センター

鈴木　淳一

北海道大学大学院理学研究科高畑　雅一

京都大学医学研究科西尾　健資

京都大学医学研究科福井　　巌

岩手医科大学教養部藤田（岩渕）玲子

愛媛大学医学部 満田　憲昭

大阪大学大学院医学系研究科三好　智満

岡山大学大学院医歯学総合研究科毛利　　聡

島根医科大学医学部矢澤　　格

静岡大学大学院電子科学研究科山田　順子

兵庫医科大学 山本　悟史

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科�　　麗英

早稲田大学理工学部石渡　信一



こと．なお，当番幹事が複数名の場合は，当事者が

協議のうえ，代表1名を大会長，他を副会長とするこ

とが提案された．この提案につき金子会長から，補

足説明のあと，満場一致で承認された．これら名称

の改訂は，会則委員会で条例を改正したのち，来年

度の生理学会から施行される．

13．研究倫理委員会（金子会長（板東委員長欠

席））：動物愛護管理法の見直しに伴う研究会・環境

省の打合会において，利用者側の意見交換があった

ことが報告された．

14．将来計画委員会（高木委員長）：国際化，学

際化，活性化を目指して，若手の会を支援すること，

学会ホームページにキャッチフレーズが紹介された

こと等が報告された．

15．男女共同参画推進委員会（水村委員長）：札

幌大会での保育室の利用が過去最高であること，ア

ドバイザー（メンター）制度の検討のため，ワーク

ショップを札幌大会で開催することが報告された．

16．日本医学会評議員会報告（今永評議員）：昨

年の福岡での日本医学会評議員会について報告がな

された．

17．日本学術会議生理研連（金子会長）：日本学

術会議法の一部を改定する法律のポイントが説明さ

れた．特に，現行の学術研究団体を基礎とした推薦

制が学術会議が会員候補者を選考する方法に変わる

こと，現行の7部制が3部制に変更になること，現行

の研究連絡委員会が廃止され，新たに，連携会員が

新設されることなどが報告された．

18━19．IUPS大会組織委員会報告，国際生理科学

連合報告（金子委員長）：第36回国際生理学会収入

予算案が金子委員長より説明され，その支援金の寄

付状況と財務スケジュールが栗原監事より説明され

た．今後，より一層の寄付の依頼がなされた．

20．アジア大洋州生理科学連合（金子会長）：

2006年に韓国で第6回FAOPS Congressが開催され

ることが報告された．

21．第82回（平成17年）日本生理学会大会の準

備状況（丹治次期当番幹事）：来年度の生理学会は，

平成17年5月18―20日に仙台国際センターで開催さ

れること，発表形式は，札幌大会に準じて行うこと

等の準備状況が報告された．

22．第81回（平成16年）日本生理学会大会（青木

当番幹事）：札幌大会の報告がなされた．本大会で

は，特別講演1，教育講演9，シンポジウム183，一

般演題（ポスター発表）731，合わせて924題の発表

が予定され，事前登録者1342名であることが報告さ

れた．また札幌大会から，従来の予稿集を廃しプロ

グラム集を発行した．英文抄録集をJJP Suppl として，

大会前に，JJP編集部から全会員に配布されたことが

報告された．

23．その他：なし

24．JJP平成15年度優秀論文賞（入澤賞）授与：

金子会長より受賞者は皿井伸明氏に決定したことが

報告され，本人欠席のため，野間教授が代理で受賞

した．

25．平成16年度日本生理学会奨励賞授与：金子会

長より高橋倫子氏（生理学研究所生体膜部門助手）

のインスリン開講放出機構の解析に対して授与され

た．「日本生理学会奨励賞」及び「入沢記念JJP優秀

論文賞」の受賞講演は大会3日目に行われることが報

告された．

26．謝辞：今永前当番幹事により，札幌大会の当

番幹事に対して謝辞が述べられた．
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平成 15 年度日本生理学会会計決算報告
自 平成 15 年  1 月  1 日

至 平成 15 年 12 月 31 日

収　　　　　　　　　入

備　　　　考差額15 年度決算15 年度予算（内　　　訳）

4,427,7744,427,774A 前年度繰越金

31,116,96831,311,200B 平成 15 年度収入

一般会員－ 377,50026,262,50026,640,000会費

準会員（研究所・図書館等）－ 123,500902,5001,026,000購読料

25,680125,680100,000論文掲載料

日生誌285,7202,925,7202,640,000広告料

日生誌15,76020,7605,000会誌分冊売り

8208200預金利子

0200,000200,000日本医学会奨励金

用語集・実習書・MCQ114,040314,040200,000印税

出版物複写－ 134,440365,560500,000雑収入

－ 194,23235,544,74235,738,974収入計（A＋ B）

支　　　　　　　　　出

備　　　　考差額実績予算（内　　　訳）

日生誌 64.11-65.10，大会英文抄録集32,6939,467,3079,500,000会誌印刷代

日生誌61,1482,238,8522,300,000会誌発送代

日生誌30,000030,000編集会議費

同上20,00030,00050,000原稿料

教育委，男女共参委，若手の会90,500409,500500,000委員会活動費

札幌大会01,000,0001,000,000大会援助費

家賃，更新料02,701,5002,701,500事務室使用料

27,058272,942300,000事務室光熱費

－ 67,4701,067,4701,000,000通信費

9,975990,0251,000,000事務費

50,000050,000備品

幹事会，委員会93,810506,190600,000会合費

幹事会，委員会（含事務局）385,0602,614,9403,000,000旅費

（含アルバイト）8,4295,591,5715,600,000人件費

36,218613,782650,000社会保険

0120,000120,000退職金積み立て

0504,000504,000会員情報費

0250,000250,000国際交流基金

0250,000250,000IUPS 大会準備金

$6,000 138,100661,900800,000FAOPS 会費

生理研0200,000200,000講習会補助費

学術協力財団050,00050,000賛助金

献花，清掃，他87,101112,899200,000雑費

1,002,62229,652,87830,655,500支出小計（除予備費）

弁護士費用5,033,47450,0005,083,474予備費

6,036,09629,702,87835,738,974支出計

5,841,864平成 15 年度繰越金
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平成 16 年度日本生理学会会計予算
自 平成 16 年  1 月  1 日

至 平成 16 年 12 月 31 日

収　　　　　　　　　入
備　　　　考15 年度実績16 年度予算（内　　　訳）

4,427,7745,841,864A 前年度繰越金

31,116,96830,870,000B 平成 16 年度収入
一般会員26,262,50026,400,000会費
凖会員（研究所・図書館）902,500920,000購読料

125,680100,000論文掲載料
2,925,7202,700,000広告料
200,000200,000日本医学会奨励金

用語集・実習書・MCQ314,040200,000印税
386,528350,000雑収入

35,544,74236,711,864収入計（A＋ B）

支　　　　　　　　　出
備　　　　考15 年度実績16 年度予算（内　　　訳）

＊H15 年度分＋H16 年度分× 1/21,901,520＊ 3,700,000大会抄録集印刷代
＊H15 年度分＋H16 年度分× 1/2685,658＊ 1,300,000大会抄録集発送代

6,880,1297,000,000日生誌印刷代
2,238,8522,300,000日生誌発送代

030,000日生誌編集会議費
30,00050,000原稿料

教育委，男女共参，若手の会409,500500,000委員会活動費
仙台大会1,000,0001,000,000大会援助費
家賃2,701,5002,508,000事務室使用料

272,942300,000事務室光熱費
1,067,4701,000,000通信費
990,0251,000,000事務費

050,000備品
幹事会 , 委員会506,190600,000会合費
幹事会 , 委員会（含事務局）2,614,9403,000,000旅費
事務員5,591,5715,600,000人件費

613,782650,000社会保険
120,000120,000退職金積み立て

電子化により 1年分余剰有504,0000会員情報費
投資0800,000学会WEBシステム改訂費
新規0300,000弁護士顧問料

250,000250,000国際交流基金
250,000250,000IUPS 大会準備金

$6,000 661,900700,000FAOPS 会費
生理研講習会200,000200,000講習会補助費
日本学術協力財団50,00050,000賛助金
献花 , 清掃他112,899150,000雑費

50,0003,303,864予備費
5,841,864繰越金
35,544,74236,711,864支出計


